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性別
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射水市市民ニーズ実態調査の結果について 

 
射水市では、まちづくりの指針となる「射水市総合計画」に基づき、目指すべき将来像を掲げ各

種施策の推進に努めているが、本市を取り巻く社会経済情勢が急激に変化していることから、現状

に対する市民の満足度のほか、将来への期待や不安を把握し、その結果を各種施策の点検や市政推

進のための基礎資料として活用することを目的としてアンケート調査を実施した。 
 
Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査対象及び調査方法 

(1) 調査対象    射水市に居住する 18歳以上の男女 3,500人（無作為抽出） 
(2) 実施期間    平成 24年 7月 2日～7月 31日 
(3) 調査方法    郵送返送方式 

 
２ 回答状況 

 (1) 回収数及び回収率 1,825人から回答があり、回収率は 52.1％であった。 
 (2) 回答者の属性 

 
Ⅱ 調査結果 

 
１ 射水市の住み心地と定住意向 

 

 (1) 射水市の住み心地について 

  「住み良い」が 67.2％と最も高く、「とても住み良い」と合わせて 8 割以上（81.5％）の人が
住み心地が良いと回答しており、前回（78.6％）、前々回（73.5％）を上回っている。 

 
 

資料５ 
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交通の便が悪いから 買い物や医療など日常生活が不便だから 隣近所のつきあいがわずらわしいから
地域になじみや愛着がないから 老後の生活が不安だから 通勤・通学に不便だから

現在の住宅に不満を抱いているから 生活環境が悪いから 仕事の関係（転勤等）で仕方ないから
教育環境が悪いから 子育てしにくい環境にあるから 緑や自然環境に乏しいから

その他

 

(2) 定住意向について 

 「今後も射水市に住み続けたいと思いますか」の問いに対し、「できるなら住み続けたい」が 43.9％
と最も高く、「ずっと住み続けたい」と合わせて 8割（84.9％）を超えており、前回（82.5％）、前々
回（80.2％）を上回っている。 
 
 
(3) 住み続けたい理由について 

  

住み続けたい理由として、地域になじみや愛着があり、現在の住宅環境や買い物・医療などの日 
常生活の利便性の良さが多く挙げられている。 
 
 
(4) 市外に引っ越したい理由について 

 市外に引っ越したい理由として、交通や買い物・医療などの日常生活の不便さのほか、近所付き 
合いのわずらわしさが多く挙げられている。 
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２ 施策に対する満足度と重要度 

  回答者全体の平均値を用いレーダーチャートを作成し、総合計画の 5つのまちづくりの基本方
針ごとに、各施策の満足度と重要度の傾向や差を明らかにした。 

 

【全体（まちづくりの基本方針）】 

 満足度では『だれもがいきいきと輝くまち』が最も高く、次いで『健康でやさしさあふれるまち』、 

『快適で安心して暮らせるまち』、『みんなで創る ひらかれたまち』、『元気で活気あふれるまち』 

となり、重要度では、『健康でやさしさあふれるまち』が最も高く、次いで『快適で安心して暮らせ 

るまち』、『元気で活気あふれるまち』、『だれもがいきいきと輝くまち』、『みんなで創る ひらかれ 

たまち』となった。 

 重要度と満足度の差は、『元気で活気あふれるまち』が最も大きく、『だれもがいきいきと輝くま 

ち』が最も小さかった。 

 

(1) 健康でやさしさあふれるまち 

満足度、重要度ともに総じて高く、重要度の平均値が５つの基本方針の中で最も高い。満足度で 
は、「子育て支援の推進」が 54 施策の中で最も高く、「明るく元気な健康づくりの推進」が 4 番目
であった。子育て支援や健康づくりの満足度は高いが、地域医療に対する満足度が比較的低く、全

体の市民満足度の低下の要因となっている。また、重要度では、「医療体制の充実」が 54施策の中
で最も高く、「質の高い医療の提供」が 3番目、「子育て支援の推進」が 5番目に高くなっている。 
 満足度と重要度の差は、重要度が他に比べて高いため差が大きくなっている。個別の施策では、

「質の高い医療の提供」など、地域医療の分野で差が大きい。 

(満足度2.617/重要度2.982) (満足度2.723／重要度3.060) 

(満足度2.712/重要度3.287) 

(満足度2.681/重要度3.213) (満足度2.526/重要度3.125) 
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 (2) だれもがいきいきと輝くまち 

 満足度の平均値が5つの基本方針の中で最も高い。重要度については、教育分野に関して高くな

っており、「学校教育の充実」は54施策の中で2番目に重要度が高い。また、「国内交流の推進」が

54施策の中で最も重要度が低く、「国際交流の推進」が2番目に低くなっている。 

 満足度と重要度の差は、5つの基本方針の中で最も小さい。「学校教育の充実」などの教育分野で

は差が大きく、唯一満足度が重要度を上回っている「国内交流の推進」や「国際交流の推進」、「ス

ポーツ・レクリエーションの振興」、「芸術・文化の継承と創造」では差が小さい。 

 

 (3) 元気で活気あふれるまち 

 満足度の平均値は 5つの基本方針の中で最も低い。中でも「雇用対策の推進」、「にぎわいのある
商業の振興」、「担い手育成の促進」、「勤労者福祉の充実」、「活力ある工業の振興」の順に、54施策
の中でも最も低い 5施策となっている。 
 満足度と重要度の差は、5つの基本方針の中で最も大きい。中でも「雇用対策の推進」が 54施策
の中で最も差が大きく、「担い手育成の促進」が 3番目となっている。 
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 (4) 快適で安心して暮らせるまち 

 満足度、重要度ともに総じて高くなっている。満足度では、「生活を支える上水道の充実」が 54

施策の中で 2番目に、「水環境を守る下水道の整備」が 3番目に、「暮らしを守る体制の充実」が 5

番目に高くなっている。また、重要度では「雪に強いまちづくりの推進」が4番目に高くなってい

る。上下水道や消防力等の暮らしを守る体制についての満足度が高い一方、公共交通や雪害を含め

た災害対策等への満足度が低く、災害対策等の重要度が高くなっている。 

 満足度と重要度の差は、重要度が他に比べて高いため大きくなっている。中でも、「雪に強いまち

づくりの推進」や「災害に強いまちづくりの推進」、「公共交通網の整備」の差が大きくなっている。 

 

(5) みんなで創る ひらかれたまち 

 満足度、重要度ともに総じて低く、重要度は5つの基本方針の中で最も低い。重要度では「射水

らしさの創出」が54施策の中で3番目に、「参画を促進する体制づくりの推進」が4番目に、「参画

と協働によるまちづくりの促進」が5番目に低くなっている。また、満足度はほかに比べて低く、

中でも、信頼される市政や行財政改革、地方分権社会への対応に関しては、重要度は高いが満足度

が低くなっている。 

 満足度と重要度の差は比較的小さく、中でも「射水らしさの創出」、「参画を促進する体制づくり

の推進」、「地域情報化の推進」では非常に小さくなっている。一方で、「行財政改革の推進」、「地方

分権社会への対応」、「信頼される市政の推進」では差が大きくなっている。 
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2.7

2.8

2.9

3

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3 3.1

満足度

重要度【満足度が低く重要度は

高い】（Ｗ：弱み） 

【満足度が低く重要度も
低い】（Ｔ：脅威） 

【満足度が高く重要度も

高い】（Ｓ：強み） 

【満足度が高く重要度は

低い】（Ｏ：機会） 

優先順位　第１位 (％) 優先順位　第２位 (％) 優先順位　第３位 (％)

子育て支援の推進 18.3医療体制の充実 6.8災害に強いまちづくりの推進 6.4

医療体制の充実 6.3学校教育の充実 6.0行財政改革の推進 5.8

行財政改革の推進 5.7災害に強いまちづくりの推進 5.7雪に強いまちづくりの推進 5.7

災害に強いまちづくりの推進 5.2雇用対策の充実 5.0雇用対策の充実 5.2

質の高い医療の提供 5.1子育て支援の推進 4.5信頼される市政の推進 5.1

 各施策の満足度と重要度の平均値を軸に、【満足度が高く重要度も高い】、【満足度が高く重要度は

低い】、【満足度が低く重要度は高い】、【満足度が低く重要度も低い】の4つに分類し、散布図を作

成すると以下のとおりとなる。 

射水市総合計画における54の施策のうち、市民からは特に、「子育て支援の推進」や「生活を支

える上水道の充実」、「水環境を守る下水道の整備」、「暮らしを守る体制の充実」などは、【満足度が

高く重要度も高い】に分類され、今後とも継続的な施策の推進が必要と考えられる。 

一方で、「雇用対策の充実」をはじめ、「担い手育成の促進」、「勤労者福祉の充実」、「活力ある工

業の振興」、「にぎわいのある商業の振興」などといった雇用環境や活気に繋がる施策が、【満足度が

低く重要度が高い】に分類され、今後、優先的に対応が求められている施策であると考えられる。 

また、「国内交流の推進」や「国際交流の推進」、「射水らしさの創出」などは、【満足度が高く重

要度は低い】に分類されている。 

 

 

３ 重点的に取り組んでほしい施策 

  総合計画の54の施策のうち、今後、重点的に取り組んでほしいものを優先順位（第1位から第 

3位）を付けて選択してもらった。 

優先順位第1位の「子育て支援の推進」は他に比べて特に割合が高く、また、「災害に強いまちづ

くりの推進」は優先順位の第1位から第3位全てにおいて上位となった。 

促 進 
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新規産業の開発や起業への支援を通じた雇用の創出

企業等への雇用維持支援制度の拡充

農林水産業における担い手対策の拡充

求職仲介機能の強化と情報発信

職業訓練等の就労支援（助成制度）の拡充

ワークシェアリングによる雇用の場の確保

国の雇用創出事業拡充への働きかけ

その他

わからない

19.7%

16.8%

12.8%

11.4%

10.7%

6.4%

4.8%

4.7%

3.7%

2.7%

1.6%

0.9%

0.7%

1.3%

1.6%

998

853

649

579

543

325

242

237

186

139

82

48

37

66

80

0% 5% 10% 15% 20% 25%

出産、子育て、教育などに

かかる経済的負担の軽減

若い世代が経済的に安定した

生活を送るための雇用対策

保育園における延長保育や小学校に

おける学童保育サービスなどの拡充

育児休業取得の促進など、仕事と子育て

が両立できる職場環境整備への働きかけ

男女が出会う機会の創

出などの結婚奨励策

産婦人科や小児科などの

母子保健医療体制の整備

市営住宅や住宅団地の供給など、若

者夫婦のための住宅環境の整備

防犯や交通安全対策を通じた安心

して子育てができる環境の整備

子育てには父親と母親の協力が

大切であるという意識の醸成

子育てサークルなどの地域に

おける子育て支援環境の充実

道路や施設のバリアフリー化など、

子育てにやさしい環境の整備

今のままでよい

絵本による情操教育など、子どもが豊

かな感性を育むための教育の充実

その他

わからない

４ 射水市における主要課題への意向 

(1) 少子化対策 
   

少子化対策として今後必要だと思う取組については、出産、子育て、教育にかかる経済的負

担の軽減、子育て世代が安定した生活を送るための雇用対策など、経済的な対策を求める傾向

が見受けられ、仕事と両立できる子育て環境の整備や結婚奨励策も多く挙げられている。 

 

(2) 雇用対策 
   

雇用対策として今後必要だと思う取組については、「企業誘致による雇用の拡大」が、男女別、 

世代別、地区別ともに第1位となった。また、男女別、地区別で多少の違いがあるが、全体と 

しては、「新規産業の開発や起業への支援を通じた雇用の創出」、「企業等への雇用維持支援制度 

の拡充」が上位となっており、市から企業への働きかけを期待する意向が見受けられる。 

   なお、下地区では、農林水産業における担い手対策の拡充が上位となっている。 
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18.2%

11.4%

11.2%

10.8%

9.5%

7.2%

6.3%

4.4%

4.4%

4.3%

3.5%

3.3%

2.6%

2.1%

0.2%

0.5%

909

572

562

542

475

358

315

221

219

217

174

167

129

103

12

23

0% 5% 10% 15% 20%

建物の倒壊・損壊

食料・生活物資等の確保

水道・電気・ガスの停止

家族や身近な人との安否確認方法

避難所の確保

医療・救護

情報の不足・混乱

浸水

火災の発生

救援・救助

放射能汚染

道路・交通機関の混乱

液状化現象

自分の財産への危害

地すべり、がけ崩れ

その他

19.8%

46.8%

7.3%

2.3%

23.8%

352

831

129

40

422

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保管し、内容も確認している

保管しているがあまり内容を知らない

内容を確認し、廃棄した

内容を確認せず廃棄した

配布されたことを知らない

19.9%

15.6%

10.9%

9.3%

8.6%

6.6%

4.0%

3.4%

3.4%

0.3%

18.1%

752

592

414

353

324

250

152

127

127

11

684

0% 10% 20% 30%

非常用グッズ（携帯ラジオ・

懐中電灯・医薬品等）の準備

消火器の準備

非常用の食料・飲料の備蓄

家族や身近な人と避難

所の確認をしている

貴重品をすぐに持ち出せる用意

家具等の転倒防止対策

家族や身近な人との安否

確認方法を決めている

非常用の衣類、毛布等の準備

建物の耐震診断や耐震補強

その他

特に何もしていない

(3) 災害への意識 
① 災害時の心配事項 
 

 

災害時、特に震災時において  ② 防災ガイドブック、地震防災マップの認知度 

心配する事項として「建物の倒 

壊・損壊」が男女別、地区別で 

第1位となった。また、年代別 

でも20歳代～30歳代以外は１ 

位となっている。以下、「食料・ 

生活物資等の確保」、「水道・電 

気・ガスの停止」、「家族や身近 

な人との安否確認方法」、「避難  ③ 災害に対する備え 

所の確保」と続いている。 

   防災意識については、市が配 

布している防災ガイドブック、 

地震防災マップ等を保管し、内 

容も確認していると答えた人は 

19.8％、災害に対する備えを何 

もしていない人が18.1％（第2 

位）との結果が出ており、さら 

なる防災意識の啓発が必要とな 

っている。    

   また、災害時に心配する事項 

で最も割合が高かった「建物の 

倒壊・損壊」に関連する「建物 

の耐震診断や耐震補強」の割合 

が低く、実際の備えとの乖離が 

うかがえる。 
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3.2%

26.9%

50.4%

16.3%

3.2%

57

477

894

289

57

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

積極的に参加したい

できるだけ参加したい

市民等や市から要請が

あれば参加してもよい

参加するつもりはない

その他

26.0%

16.0%

12.7%

8.4%

8.2%

8.1%

7.6%

4.2%

0.9%

8.0%

822

506

402

265

259

255

239

132

29

253

0% 10% 20% 30%

わかりやすい市政情報の公開

地域で活躍する人材の育成

市民等と行政との交流や意見交換の機会の創出

地域活動団体等への資金面での支援

協働のまちづくりに関するＰＲ

市民等の市政への参画機会の拡大

市民等が活動するための拠点施設の整備

市民等による自らの活動情報の発信

その他

わからない

16.5%

10.7%

7.6%

7.3%

3.8%

2.1%

2.2%

8.5%

0.6%

8.8%

10.6%

9.6%

11.8%

540

385

349

346

312

286

278

249

237

123

72

68

19

0% 5% 10% 15% 20%

魅力ある観光資源の充実

並行在来線の利便性向上

首都圏等における射水市のＰＲ

宿泊施設や飲食店等の民間資本の誘致

新幹線駅までのアクセス道路の整備

駅周辺の駐車場等の施設整備

コミュニティバスや万葉線などの

地域公共交通機関の利便性向上

小杉駅や越中大門駅の駅舎の機能充実

企業進出を促す助成制度と

優れた立地環境のＰＲ

越中・飛騨観光圏などの広域観光の推進

コンベンション（学会・大会）の誘致

観光ボランティア団体等の育成

その他

(4) 北陸新幹線開業に向けた取組 

北陸新幹線開業に向け、期待する施策としては、「魅力ある観光資源の充実」が男女別、20

歳代～60歳代、小杉地区以外の地区で第 1位となったことに加え、「首都圏等における射水市

のＰＲ」が第3位となるなど、観光への期待が大きいことが見受けられる。 

   また、北陸新幹線開業により、現在のＪＲが並行在来線へ移行することに伴い、「並行在来線

の利便性の向上」が小杉地区で第1位、男性で第2位となっている。さらには、18～19歳の若

者や大門地区、大島地区で「小杉駅や越中大門駅の駅舎の機能充実」が上位となるなど、並行

在来線に関する機能向上への要望が見受けられる。 

 

(5) 市民協働 
   まちづくりや   ① まちづくりや様々な活動への参加意識 

様々な活動への参  

加意識では、参加に 

協力的な市民は8 

割であり、高い参加 

意識となっている。 

しかし、「積極的に 

参加したい」は3.2 

％と低く、さらなる ② 市民等との協働によるまちづくりに必要なこと 

意識啓発が必要と 

なっている。 

   また、協働によ  

るまちづくりで必

要なこととして、

「わかりやすい市

政情報の公開」が第

1位となっており、

以下、「地域で活躍

する人材の育成」、

「市民等と行政との交流や意見交換の機会の創出」となっていることから、人材育成や市民と

行政の交流による情報の共有が求められている。 
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65.8%

15.1%

6.5%

11.5%

1.1%

1,154

265

114

201

19

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

必要な公共施設に転用し、それ以外

のものは民間へ売却または賃貸

主に民間への売却や賃貸

全て公共施設に転用

わからない

その他

35.8%

37.7%

26.5%

629

663

465

0% 10% 20% 30% 40% 50%

内容を知っている

見たことはあるが、

内容は知らない

知らない

79.5%

20.5%

1,386

357

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

はい

いいえ

(6) 公共施設の適正配置 
   重複施設の 

統廃合に伴う 

跡地の利活用 

については、 

「必要な公共 

施設に転用し、 

それ以外のも 

のは民間へ売 

却または賃貸」が65.8％であり、「主に民間への売却や賃貸」（15.1％）を加えると約8割を占 

める結果となった。 

   転用する用途としては、「子育て支援や子どものための施設」との意見が最も多くあり、次い

で、「高齢者福祉施設」や「スポーツ・健康増進施設」という意見が多くみられた。 

 

(7) 食育 
   食育については、全体の8  ① 食育への関心（関心があるかどうか） 

割が「関心がある」との回答 

があった一方、6割を超える 

人が「食事バランスガイド」 

の内容を知らないと回答す 

るなど、引き続き普及啓発 

を図る必要性がうかがえる。  ② 食事バランスガイドの認識 
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問６ 施策名
満足度
（Ａ）

満足度
順位

重要度
（Ｂ）

重要度
順位

Ｂ－Ａ
差の
順位

１） 子育て支援の推進 3.033 1 3.448 5 0.415 36

２） 明るく元気な健康づくりの推進 2.876 4 3.069 39 0.192 48

３） いきいき長寿社会の推進 2.802 6 3.300 13 0.498 25

４） 地域で支え合う福祉の推進 2.725 17 3.151 28 0.427 33

５） 心かよう障がい者福祉の充実 2.699 20 3.178 26 0.479 30

６） 安心をつなぐ社会保障の充実 2.641 32 3.342 10 0.701 13

７） 医療体制の充実 2.659 29 3.497 1 0.839 6

８） 質の高い医療の提供 2.538 41 3.458 3 0.920 2

９） 患者満足度の向上 2.619 33 3.202 22 0.583 18

１０） 経営の健全化と業務効率の強化 2.528 45 3.222 20 0.693 14

１１） 学校教育の充実 2.761 9 3.464 2 0.702 12

１２） 教育環境の充実 2.754 12 3.430 7 0.676 15

１３） 地域・家庭教育の充実 2.773 7 3.284 16 0.511 22

１４） 生涯学習活動の推進 2.765 8 3.115 31 0.350 42

１５） 芸術・文化の継承と創造 2.693 22 2.921 47 0.229 46

１６） スポーツ・レクリエーションの振興 2.754 11 2.962 46 0.209 47

１７） 国内交流の推進 2.708 19 2.649 54 -0.059 54

１８） 国際交流の推進 2.673 25 2.703 53 0.029 53

１９） 男女共同参画の推進 2.660 28 2.969 45 0.309 45

２０） 人権尊重社会の推進 2.694 21 3.107 34 0.413 37

２１） 射水ブランドの創造 2.678 24 3.069 38 0.391 39

２２） 魅力ある観光の振興 2.609 34 3.033 40 0.425 34

２３） 新産業の育成 2.510 47 3.071 37 0.561 21

２４） 活力ある工業の振興 2.464 50 3.181 25 0.717 9

２５） にぎわいのある商業の振興 2.388 53 3.105 35 0.717 10

２６） たくましい農業の推進 2.571 37 3.154 27 0.583 19

２７） 森林の育成と林業の振興 2.555 40 2.908 48 0.353 41

２８） 活気あふれる漁業の振興 2.709 18 3.072 36 0.362 40

２９） 水産流通加工業の振興 2.663 26 2.993 44 0.331 43

３０） 担い手育成の促進 2.393 52 3.287 15 0.894 3

３１） 雇用対策の充実 2.325 54 3.411 9 1.086 1

３２） 勤労者福祉の充実 2.449 51 3.213 21 0.764 8

３３） 自然にやさしい環境保全の推進 2.742 15 3.134 30 0.392 38

３４） 地球にやさしい循環型社会の構築 2.727 16 3.232 18 0.505 23

３５） 特性を生かした土地利用の推進 2.534 42 3.019 43 0.485 28

３６） 個性あるまちづくりの推進 2.531 44 3.029 41 0.498 26

３７） 公共交通網の整備 2.518 46 3.138 29 0.619 16

３８） 地域をつなぐ道路網の整備 2.607 35 3.109 33 0.502 24

３９） 魅力的な住宅環境の充実 2.533 43 3.020 42 0.487 27

４０） 住みよい生活環境の推進 2.645 31 3.115 32 0.470 32

４１） 生活を支える上水道の充実 3.005 2 3.316 12 0.311 44

４２） 水環境を守る下水道の整備 2.905 3 3.323 11 0.418 35

４３） 暮らし安全なまちづくりの推進 2.758 10 3.231 19 0.473 31

４４） 災害に強いまちづくりの推進 2.567 38 3.433 6 0.866 5

４５） 暮らしを守る体制の充実 2.834 5 3.416 8 0.582 20

４６） 雪に強いまちづくりの推進 2.562 39 3.452 4 0.890 4

４７） 交通安全対策の推進 2.753 14 3.238 17 0.484 29

４８） 参画と協働によるまちづくりの促進 2.661 27 2.805 50 0.144 49

４９） 参画を促進する体制づくりの推進 2.653 30 2.771 51 0.118 51

５０） 射水らしさの創出 2.685 23 2.718 52 0.034 52

５１） 地域情報化の推進 2.754 13 2.897 49 0.143 50

５２） 信頼される市政の推進 2.593 36 3.200 23 0.607 17

５３） 行財政改革の推進 2.500 48 3.292 14 0.792 7

５４） 地方分権社会への対応 2.476 49 3.189 24 0.714 11
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各施策の満足度及び重要度 

重要度と満足度の平均値の

差が大きい施策を見ると、「雇

用対策の充実」が 1.086と最も
大きく、次いで「質の高い医療

の提供」（0.920）、「担い手育成
の推進」（0.894）、「雪に強いま
ちづくりの推進」（0.890）、「災
害に強いまちづくりの推進」

（0.866）と続く結果となった。 
一方、重要度と満足度の平均

値の差が小さい、もしくは満足

度が重要度を上回った施策を

見ると、「国内交流の推進」が

全施策中で唯一、満足度が重要

度を上回り、差が 0.059となっ
た。次いで「国際交流の推進」

（0.029)、「射水らしさの創出」
（0.034）、「参画を促進する体
制づくりの推進」（0.118）、「地
域情報化の推進」（0.143）と続
く結果となった。 
 

□ 補足資料 


